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落
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再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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▽
名
前
の
由
来
は
？

―
お
姉
ち
ゃ
ん
の
名
前
が
「
か
な
う
」
と
い
う
の
で
、
２
人
で
「
い
つ
か
、
か
な

う
」
に
か
け
て
い
ま
す
。
漢
字
は
、
願
い
事
が
「
愛
し
い
」
、
そ
し
て
「
叶
う
」

よ
う
に
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
好
き
な
遊
び
や
授
業
は
な
ん
で
す
か
？

―
体
育
が
好
き
で
リ
レ
ー
や
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
走
る
こ
と
が
得
意
で
す
。
今
年
の
マ
ラ

ソ
ン
の
県
大
会
(
ヤ
マ
ザ
ワ
ち
び
っ
こ
マ
ラ
ソ
ン
)
に
出
場
し
優
勝
し
ま
し
た
。
家

で
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
パ
ソ
コ
ン
や
レ
ジ
を

作
る
な
ど
工
作
す
る
の
も
好
き
で
す
。

▽
家
で
の
様
子
や
性
格
は
？

―
顔
は
お
姉
ち
ゃ
ん
、
性
格
は
お
兄
ち
ゃ
ん
似

で
ユ
ー
モ
ア
が
あ
っ
て
負
け
ず
嫌
い
で
す
が
、

末
っ
子
な
の
で
甘
え
ん
坊
な
一
面
も
あ
り
ま

す
。
す
い
か
や
米
の
シ
ー
ズ
ン
は
お
手
伝
い

を
し
て
く
れ
て
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

▽
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
は
？

―
今
年
か
ら
ク
ロ
カ
ン
の
ス
ポ
少
に
所
属
し
ス
キ
ー
を
本
格
的
に
始
め
ま
す
。
大
会

に
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
ケ
ガ
の
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

勉
強
面
で
は
、
算
数
で
難
し
い
と
こ
ろ
に
差
し
掛
か
っ
た
の
で
、
文
武
両
道
を
目

指
し
て
ほ
し
い
で
す
。

▽
ご
両
親
か
ら
ひ
と
こ
と

―
素
直
で
明
る
く
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
強
い
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
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尾花沢市寺内

渡辺 愛叶
いつか

ちゃん(７歳)

季
節
の
も
ず
く
酢

もずく300ℊ
柿１個
ゴールドキウイ１個
おろししょうが小さじ１
リンゴ１／２個

かつおだし300㎖
薄口しょうゆ50㎖
みりん50㎖
酢100㎖
砂糖30ℊ

１．合わせ酢の材料を混ぜ合わせ、鍋でひと煮
たちさせ冷ましておく。

２．もずくは沸騰した湯に入れ、ざるにあげて、
そのまま冷ます。

３．合わせ酢の半量を２のもずくに入れ、１時
間ほど漬けておく。

４．器に３のもずくを盛り付け、柿、ゴールド
キウイ、リンゴ、おろししょうがを盛り、
合わせ酢の残り半量を注ぎ出来上がり。

材料(４人分) 作り方

合
わ
せ
酢



■
理
事
会
だ
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り

／
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天
気
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今
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表
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業
人

／
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■
特
集

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
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自
己
改
革
の
取
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組
み
に
つ
い
て
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■
令
和
５
年
産
米
の
生
育
・
作
柄
と

来
年
度
の
対
策
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■
お
知
ら
せ
掲
示
板
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■
み
ち
の
く
ぼ
い
す

／
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
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■
シ
ェ
フ
永
井
の
お
す
す
め

／
お
ら
え
の
め
ん
ご
っ
こ
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▼
就
農
し
た
経
緯
、
き
っ
か
け
は
？

就
農
し
て
５
年
目
の
英
俊
さ
ん
。
25
年
ア
イ
ジ
ー
工

業
(
株
)
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
農

業
が
大
好
き
で
、
嫌
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
な
く
、
父
の

跡
を
継
ぎ
、
家
族
と
一
緒
に
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
休
日
は
手
伝
い
も
し
て
い
た
の
で
ス
ム
ー

ズ
に
就
農
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

就
農
前
か
ら
青
年
部
に
も
加
入
し
て
い
て
、
農
業
を

頑
張
っ
て
い
る
仲
間
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

▼
１
年
の
作
業
の
流
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

４
月
は
す
い
か
の
定
植
や
水
稲
の
播
種
作
業
、
５
月

下
旬
に
は
田
植
え
、
７
月
中
旬
か
ら
す
い
か
の
出
荷
が

始
ま
り
ま
す
。
９
月
か
ら
稲
刈
り
、
秋
野
菜
の
収
穫
作

業
と
続
き
ま
す
。

農
業
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
、

今
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
作
業
を
怠
る
と
、
全
体
の
作

業
に
影
響
が
出
て
き
ま
す
。
日
々
、
栽
培
管
理
に
は
気

が
抜
け
ま
せ
ん
。

▼
農
業
の
魅
力
は
？

今
年
は
猛
暑
で
栽
培
管
理
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
農

業
は
、
手
を
か
け
た
だ
け
良
い
作
物
が
で
き
、
そ
の
時

は
う
れ
し
く
満
足
感
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
毎

年
が
勉
強
で
、
先
輩
農
業
者
か
ら
の
助
言
や
青
年
部
の

仲
間
と
の
情
報
交
換
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

▼
休
日
は
？

友
達
と
酒
田
ま
で
バ
ギ
ー
乗
り
に
出
か
け
た
り
、
釣

り
を
し
た
り
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
所
の
小
屋
に
台
を
設
置
し
ビ
リ
ヤ
ー
ド
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

▼
今
後
は
？

も
っ
と
作
付
面
積
を
増
や
し
、
た
く
さ
ん
の
人
か
ら

喜
ば
れ
る
作
物
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
農

業
を
元
気
に
し
、
地
域
に
も
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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第１号議案 令和５年度仮決算監事監査報告について

第２号議案 マネー・ロンダリング等および反社会的

勢力に関する基本方針およびマネー・ロ

ンダリング等への対応に関する規則につ

いて

第３号議案 年末賞与の支給について

第４号議案 役員賠償責任保険への加入について

第５号議案 代位弁済に伴う拠出金(出資金)の要請に

ついて

第６号議案 電子帳簿保存法に係る電子取引データの

訂正及び削除の防止に関する事務処理規

程の改正について

第７号議案 お客様本位の業務運営に関する取組方針

について

【報告事項】

•理事会への経過報告および行事予定について

•主要勘定・安全性の指標について

•令和５年度経済未収金の延滞解消運動について

•令和５年度非常勤理事研修会の開催について

•年末年始の営業体制について

•令和５年度産米の集荷状況について

•肉用牛販売実績報告について

•山形県農林漁業天災対策資金について

•｢ＪＡみちのく村山ウインターキャンペーン2023｣の

実施について

第９回理事会が11月17日に開催。

主な議案と内容は次のとおりです。

｢農業と地域の未来を見据えて～次世代へ向けた

改革の実行～」(第九次経営管理３カ年計画スローガン)
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来月のあなたの運勢 １月占いコーナー

【全体運】ピンチが接近中です。警
戒を怠らないで。いつもより慎重
に行動することで危険を減らせま
す。下旬からは上昇運
【健康運】体を冷やさないように。
特に腰はしっかりケアを
【幸運の食べ物】シュンギク

牡羊座 ３/21～４/19 牡牛座 ４/20～５/20

射手座 11/23～12/21

双子座 ５/21～６/21 蟹 座 ６/22～７/22

獅子座 ７/23～８/22 乙女座 ８/23～９/22 天秤座 ９/23～10/23 蠍 座 10/24～11/22

山羊座 12/22～１/19 水瓶座 １/20～２/18 魚 座 ２/19～３/20

短時間の大雪に警戒

短時間の大雪が発生すると、車が動けなく

なることがあります。１台の車が止まると後

続の車も動けなくなり、多くの車が立ち往生

してしまいます。これを防ぐために、大雪の

予報が出ているときは、なるべく車の運転を

控えること、万が一運転する場合も、立ち往

生対策が必要です。

地球温暖化で冬の気温も上昇しつつありま

すが、日本では雪が降るくらいの寒さはあり

ます。温暖化により気温が上がると、空気中

の水蒸気量が増えるため、短時間で大量の雪

が降り積もるドカ雪になることが多くなって

きています。

短時間の大雪が予想されるときは、気象庁

から「顕著な大雪に関する気象情報」が発表

お天気カレンダー

気象予報士 檜山靖洋

されます。東北から

中国地方にかけての

日本海側では、おお

むね過去３時間で

20㎝以上、過去６時

間で40㎝前後の雪が

降るようなときに発

表されます。この情

報を参考にして、車

の立ち往生に巻き込

まれないようにしま

しょう。

モナ・カサンドラ

【全体運】もう少しで状況が変わり
ます。面倒なことも手を抜かずに
進めることが大切です。人との交
流が開運のきっかけに
【健康運】胃腸をいたわって。消化
の良い食事で元気に
【幸運の食べ物】カリフラワー

【全体運】あれもこれもと欲張ると
収拾がつかなくなってしまいそう。
あなたにとって大事なことを優先
して。観劇にツキ
【健康運】おいしい食事で元気をチ
ャージ。旬の食材が吉
【幸運の食べ物】サトイモ

【全体運】活気があります。華やか
なことにツキがあるので遊びに行
く計画を立てて。作業はスピード
より正確さ重視で
【健康運】脳トレがお勧め。パズル
や手の運動で脳を刺激して
【幸運の食べ物】エリンギ

【全体運】好調です。本気を見せれ
ば状況を変えられます。諦めずに
チャレンジを。新年会やパーティ
ーへの出席が吉
【健康運】体を動かすほど調子が上
がります。スポーツが吉
【幸運の食べ物】レンコン

【全体運】勢いがあります。計画を
実行に移しましょう。会合では発
言を。あなたの意見が好結果につ
ながります。周りへの協力が吉
【健康運】頭痛は早めにケアを。目
の疲れに効くマッサージも◎
【幸運の食べ物】芽キャベツ

【全体運】一進一退のままならない
運気。急がずいつものペースを保
つよう心がけましょう。下旬は作
業も予定も挽回可能です
【健康運】寒さ対策を入念に。あっ
たかインナーは特に◎
【幸運の食べ物】サツマイモ

【全体運】家族や家の中のことを後
回しにしないように。身の回りの
ことを優先させれば危険を回避で
きます。掃除は丁寧に
【健康運】無理は禁物。適度に休憩
し疲れをためないように
【幸運の食べ物】京ニンジン

【全体運】じっくり時間をかけるの
が正解です。気持ちがせいたら深
呼吸を。落ち着きを保つのが成功
の鍵。美術鑑賞にツキ
【健康運】心の疲れに気を付けて。
音楽や美しい景色が癒やしに
【幸運の食べ物】ダイコン

【全体運】吉凶混合ながら華やかな
運気。気持ちを上手に切り替えポ
ジティブ思考でいきましょう。吉
運が強まります
【健康運】慌ててけがなどをしない
ように。浴室は暖めて
【幸運の食べ物】ハクサイ

【全体運】コミュニケーション運が
活発化。あなたが間に入れば問題
は解決へ。情報収集をしっかりし
冷静に対応しましょう
【健康運】友人との運動やおしゃべ
りが健康を保つこつ
【幸運の食べ物】ゴボウ

【全体運】良い風が吹いています。
お誘いには乗ってみましょう。今
まで気付かなかった新しい発見が
あるはず。会合にツキ
【健康運】やったことのないストレ
ッチに挑戦を。脳も活性化
【幸運の食べ物】イチゴ

阿部さん宅では、水稲５ヘクタール、すいか

２ヘクタール、青菜30アール、加工用大根25ア

ールを栽培していて、本格的な冬を前に忙しい

中お話をお伺いしました。

村山市田沢

阿部
あ べ

英俊
ひでとし

さん(48歳)



尾花沢で開催、76名が出場

【組合長杯グランドゴルフ大会】

9/89/8

町内の小学校へ花苗500本贈呈

【大石田地区女性部 花苗贈呈】

5/30～315/30～31

４５

折
原
敬
一
氏
、
全
農
会
長
就
任

折
原
敬
一
氏
、
全
農
会
長
就
任

折
原
敬
一
氏
、
全
農
会
長
就
任

祝
賀
・
激
励
会

祝
賀
・
激
励
会

祝
賀
・
激
励
会

食料安全保障の強化・適正価格形成を要請食料安全保障の強化・適正価格形成を要請食料安全保障の強化・適正価格形成を要請

ＪＡグループ基本農政確立全国大会ＪＡグループ基本農政確立全国大会ＪＡグループ基本農政確立全国大会

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
改

正
や
関
連
施
策
に
つ
い
て
与
党
に

要
請
す
る
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
基
本

農
政
確
立
全
国
大
会
」
が
11
月
13

日
、
東
京
都
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用

し
て
全
国
Ｊ
Ａ
の
代
表
ら
４
０
０

０
人
超
が
参
加
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
三

浦
組
合
長
は
会
場
に
出
向
き
、
近

藤
専
務
ら
役
職
員
10
人
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
参
加
し
ま
し
た
。

食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
つ
い

て
は
、
食
料
自
給
率
及
び
自
給
力

を
定
期
的
に
評
価
し
、
問
題
の
解

決
に
向
け
て
施
策
に
反
映
す
る
仕

組
み
を
具
体
化
す
る
こ
と
、
適
正

な
価
格
形
成
の
実
現
で
は
、
具
体

的
な
議
論
を
進
め
る
等
法
制
度
の

早
期
実
現
を
図
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。

全
国
大
会
に
先
が
け
開
か
れ
た
、

北
海
道
・
東
北
地
区
Ｊ
Ａ
代
表
者

集
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
山
形
中
央
会
の

折
原
敬
一
会
長
が
「
代
表
的
な
食

料
基
地
で
あ
る
北
海
道
・
東
北
の

生
産
現
場
の
声
を
聞
い
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
持
続
可
能

な
農
業
の
実
現
に
向
け
た
施
策
、

再
生
産
に
配
慮
し
た
価
格
形
成
の

実
現
を
訴
え
ま
し
た
。

７
月
28
日
に
全
国
農
業
協
同
組

合
連
合
会
（
以
下
全
農
）
経
営
管

理
委
員
会
に
お
い
て
、
会
長
に
選

出
さ
れ
就
任
し
た
折
原
敬
一
氏
の

会
長
就
任
を
祝
う
「
祝
賀
・
激
励

会
」
が
11
月
18
日
、
村
山
市
の
ク

ア
ハ
ウ
ス
碁
点
で
開
か
れ
ま
し
た
。

県
選
出
国
会
議
員
の
鈴
木
憲
和

農
林
水
産
副
大
臣
、
村
山
市
、
尾

花
沢
市
、
大
石
田
町
の
首
長
、
県

議
会
議
員
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
93
人

▲近藤専務らがオンラインで参加した農政確立大会

当ＪAは組合員・地域の方々との徹底した対話に基づいて「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活

性化」を基本目標とする創造的自己改革の実践に取り組んでいます。今回は通常総代会でお示しした自己改革

(上期)の実績についてお知らせします。

地域に根ざしたＪAであり続けるため、また、ＪＡがあって良かったと実感していただけるよう、組合員の

皆様や地域の方々からいただいた「声」をもとに自己改革を進めてまいります。

今後も引き続き、ＪＡへのご意見・ご要望をよろしくお願いいたします。

自己改革の取り組みについて自己改革の取り組みについて

青年部･戸沢小児童の田植え

国
組
織
の
か
じ
取
り
役
と
な
っ
て

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
期
待
す
る
」
と
激
励
の
あ
い

さ
つ
を
し
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
上
で
、
節
子
夫
人
と

と
も
に
花
束
を
受
け
取
っ
た
折
原

会
長
は
「
農
業
・
Ｊ
Ａ
を
め
ぐ
る

環
境
は
、
高
齢
化
・
担
い
手
不
足

に
よ
る
離
農
、
生
産
資
材
等
の
コ

ス
ト
高
が
農
畜
産
物
の
販
売
価
格

に
転
嫁
さ
れ
な
い
な
ど
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
。
国
民
の
命
を

預
か
る
産
業
で
あ
る
農
業
の
重
要

性
を
認
識
し
て
も
ら
い
、
『
協
同

の
力
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
現
場

主
義
、
組
合
員
目
線
を
重
視
し
、

持
続
可
能
な
農
業
と
食
の
提
供
の

た
め
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
事

業
経
営
に
最
善
を
尽
く
す
」
と
意

気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

▼発起人を代表してあいさつする三浦組合長

が
出
席
。
発
起
人
代
表
で
Ｊ
Ａ
み

ち
の
く
村
山
の
三
浦
康
彦
代
表
理

事
組
合
長
が
「
折
原
氏
は
Ｊ
Ａ
み

ち
の
く
村
山
の
職
員
と
し
て
地
域

組
合
員
の
先
導
役
と
し
て
奮
闘
し
、

代
表
理
事
組
合
長
就
任
後
は
、
農

畜
産
物
の
生
産
振
興
を
通
し
、
生

産
者
の
所
得
確
保
や
地
域
農
業
の

発
展
に
尽
力
し
て
き
た
。
農
業
生

産
現
場
で
は
課
題
が
山
積
し
て
い

る
が
、
全
農
の
ト
ッ
プ
と
し
て
全

JAみちのく村山 特特集集

【令和５年度上期(４～９月)取り組みと実績】【令和５年度上期(４～９月)取り組みと実績】

目 標 上期実績

①需要に結びついた米の品種

誘導・生産振興の推進
前年度対比＋2250俵

令和５年産米は買入中の為、未確定

11/17現在の買入状況 前年実績比90.3％

②選果施設を拠点にした銘柄

産地の確立
新規就労者：2名以上の獲得

新規就農者 ４名
（村山地区１名 尾花沢地区３名）

③肥料・農薬の大型規格商品

の取り組み
売上：2,000万円 3,815万円

④山形牛普及拡大（消費運動

とネット販売強化）
売上：8,000万円 3,070万円

⑤農業融資にかかる相談機能

の充実・強化
５億円 2億6,700万円

【重点目標】【重点目標】

〇農業者の所得増大・農業生産の拡大〇農業者の所得増大・農業生産の拡大

①食育教育を目的とした農業体験の場づくり（園児・児童）

②各種教室の開催（地産地消を目的とした料理教室など）

③投資信託への取り組み（組合員・地域の方々の資産対策）

④各種イベント開催（組合員・地域の方々への貢献）

【子どもたちの農業体験】

さくらんぼカントリークラブにて開催さくらんぼカントリークラブにて開催

組合員・地域の方総勢192名の参加組合員・地域の方総勢192名の参加

【ふれあいゴルフコンペ】

地域の食材の普及拡大

【村山地区女性部料理教室】

尾花沢・大石田で開催

【JAまつり】

5/315/31

7/1～27/1～2 尾花沢

7/207/20

大石田

9/69/6

〇地域の活性化〇地域の活性化

▲ステージ上でこれからの業務の意気込みを話す折原会長。

隣は節子夫人



今後の組合員対応に一役今後の組合員対応に一役今後の組合員対応に一役

～肥料・農薬研修会を開催～～肥料・農薬研修会を開催～～肥料・農薬研修会を開催～

職員の肥料・農薬の知識向上を図り、今後の組合

員対応に役立てようと11月10日、ＪＡ本店で研修会

が開かれました。

現在当ＪＡで経済部門を担当している職員ら20人

が参加。出席したメーカーの担当者から新商品や主

要品目の説明を受け、参加した職員は熱心に耳を傾

けていました。

肥料・農薬の価格が高騰している中、今後も出向

く体制を充実させるとともに、様々な場面で組合員

の皆様に情報提供を行い、なお一層、農家手取りの

最大化に向けて努めていきます。

６

最高賞の名誉賞に加藤畜産最高賞の名誉賞に加藤畜産最高賞の名誉賞に加藤畜産

～第46回山形県牛枝肉共進会～～第46回山形県牛枝肉共進会～～第46回山形県牛枝肉共進会～

大石田町農事実行組合長連合会などの農業関連３

組織は「令和５年度秋季合同研修会～まちの農業を

考える研修会～」をＪＡ大石田営農センターで開き

ました。

４年ぶりとなった研修会には米農家ら40人が出席。

３組織を代表して農事実行組合長連合会の三浦清孝

会長が「今年は高温少雨で思うような米づくりが出

来なかった。来年に向け高温対策など栽培技術の知

識を深めてほしい」とあいさつしました。

引き続き、山形県農業研究センター水田農業研究

所の本間猛俊所長が「天候変動に対応しうる水稲の

栽培技術について」と題して講演。本間所長は、高

温の影響を受けた今年産米の生育の経緯や品質につ

いて話をし「高温に負けない米づくりには、土づく

りなど基本技術の徹底が重要」と助言しました。

出席者は高温対策などを学び、今後の米づくりに

生かす有意義な研修となりました。

第46回山形県牛枝肉共進会が11月20日、山形市の

㈱山形県食肉公社で開かれ、県内の畜産農家が129

頭の枝肉を出品しました。

当JA管内からは65頭が出品され、加藤畜産が肥

育した雌牛が最高賞の名誉賞に輝きました。また、

最優秀賞には水上畜産、優秀賞４席に片倉雄一さん

出品の枝肉が選ばれました。

来年の米づくりに生かす来年の米づくりに生かす来年の米づくりに生かす

～大石田町で農業を考える研修会～～大石田町で農業を考える研修会～～大石田町で農業を考える研修会～

▲研修会に参加した職員▲研修会に参加した職員

▲名誉賞に輝いた加藤畜産の加藤直一代表取締役

７

▲高温対策などについて講演を行う本間所長㊨

小座間さんが優勝小座間さんが優勝小座間さんが優勝

～グラウンドゴルフ｢クラブ納め｣～～グラウンドゴルフ｢クラブ納め｣～～グラウンドゴルフ｢クラブ納め｣～

11
月
15
日
、
大
石
田
支
店
年
金
友
の
会
は
「
ク
ラ
ブ
納
め
」

に
あ
た
る
今
年
度
最
後
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

大
石
田
町
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
開
催
さ
れ
た
大
会
に
は
23

人
が
参
加
。
秋
晴
れ
の
も
と
元
気
に
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。
結
果
、
小
座
間
道
子
さ
ん
(
四
日
町
)
が
優
勝
し
ま
し
た
。

▲｢クラブ納め｣で元気にプレー▲｢クラブ納め｣で元気にプレー

する参加者する参加者

体操を通して健康に体操を通して健康に体操を通して健康に

～尾花沢地区女性部が講習会～～尾花沢地区女性部が講習会～～尾花沢地区女性部が講習会～

尾花沢地区女性部は10月30日、11月６日、13日の

３回に渡り、尾花沢営農センターで体操の講習会を

開きました。

講習会には女性部員10人が参加。尾花沢市のス

ポーツ推進委員の髙橋昭子さんを講師に、ラジオ体

操で体をほぐした後、ストレッチやウォーキングを

実践し、正しい歩き方などを学びました。

運動を日常生活に取り入れ、健康寿命を延ばそう

と毎年実施しています。

劇団四季ミュージカルを観劇劇団四季ミュージカルを観劇劇団四季ミュージカルを観劇

～女性部全体研修会～～女性部全体研修会～～女性部全体研修会～ＪＡみちのく村山女性部は、食の支援を必要とし

ている人に支援団体をとおして食品を無償で提供す

るフードドライブ活動を行いました。

11月16日には、犬飼紀子部長が村山市社会福祉協

議会、21日は早坂洋子副部長が大石田町社会福祉協

議会を訪れ、女性部員の協力で集まった精米や乾麺、

食品を寄贈しました。

このフードドライブは、SDGｓの取り組みの一

環として、食品ロスの削減に向け「もったいない」

を｢ありがとう」に変える活動として実施しています。

ＪＡみちのく村山女性部の全体研修を兼ねた企画

旅行が、11月１日、２日の２日間宮城方面で実施さ

れ、女性部員24人が参加しました。

劇団四季の代表的レパートリーの一つ「クレイ

ジー・フォー・ユー」を観劇し、観るだけで幸せに

なれる、ミュージカル・コメディの決定版を堪能し

ました。宿泊地の南三陸「ホテル観洋」では、地下

2000メートルから湧き出る天然温泉を使用した露

天風呂も満喫し、懇親会では、旬の海の幸を贅沢に

使用した料理に舌鼓を打ち、部員相互の親睦を深め

楽しいひと時を過ごしました。

日本三景・松島を散策したり、買い物を楽しむな

ど有意義な２日間を過ごしました

女性部がフードドライブ活動を実施女性部がフードドライブ活動を実施女性部がフードドライブ活動を実施

▲正しい歩き方を実践する女性部員たち▲正しい歩き方を実践する女性部員たち

▲女性部員24人が参加した研修旅行

▲大石田町社会福祉協議会の佐藤事務局次長㊧
に食品を手渡す早坂副部長

髙橋和子氏が功労者表彰髙橋和子氏が功労者表彰髙橋和子氏が功労者表彰

11
月
９
日
、
山
形
県
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
協
議
会
創
立
70

周
年
記
念
大
会
が
天
童
市
で
開
か
れ
、
席
上
、
当
Ｊ
Ａ

女
性
部
の
髙
橋
和
子
さ
ん
（
村
山
市
河
島
）
に
組
織
功

労
者
と
し
て
、
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

髙
橋
さ
ん
は
、
Ｊ
Ａ
女
性
協
議
会
の
会
長
と
し
て
組

織
の
発
展
と
女
性
の
社
会
参
画
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

▲三浦組合長㊧に受賞の報告▲三浦組合長㊧に受賞の報告
をする髙橋さん㊨をする髙橋さん㊨

▲村山市社会福祉協議会の安藤常務理事㊧に
食品を手渡す犬飼部長



８９

農業と教育について講演農業と教育について講演農業と教育について講演
～村山地区校長会～～村山地区校長会～～村山地区校長会～

村
山
市
の
小
中
学
校
９
校
で
構

成
さ
れ
る
校
長
会
で
は
、
地
域
の

産
業
を
知
り
学
校
経
営
に
生
か
そ

う
と
、
毎
年
、
各
界
の
指
導
者
や

専
門
家
を
招
い
て
の
教
育
講
演
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

11
月
10
日
に
は
当
Ｊ
Ａ
の
管
理

部
次
長
兼
人
事
教
育
課
の
武
田
貴

嗣
次
長
が
「
農
業
と
教
育
」
と
題

し
て
講
演
。
Ｊ
Ａ
の
概
況
や
事
業
、

活
動
方
針
と
と
も
に
、
田
植
え
や

稲
刈
り
、
サ
ト
イ
モ
栽
培
な
ど
食

農
教
育
へ
の
取
り
組
み
も
紹
介
し

ま
し
た
。
武
田
次
長
は
「
農
業
は

教
育
の
原
点
で
、
農
業
体
験
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
子
供
た
ち
を
成
長
さ

せ
て
く
れ
る
こ
と
。
食
べ
物
を
自

分
た
ち
の
手
で
作
る
大
変
さ
や
喜

び
を
学
べ
る
機
会
で
、
自
然
へ
の

親
し
み
を
育
む
こ
と
に
も
つ
な
が

る
」
と
話
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
校
長
先
生
は
「
学
校

経
営
に
も
参
考
と
な
る
話
だ
っ
た
。

ど
ん
な
時
も
子
供
が
主
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
実

感
し
た
」
な
ど
感
想
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。

杵と臼でもちつき体験杵と臼でもちつき体験杵と臼でもちつき体験

～玉野小全児童で収穫祭～～玉野小全児童で収穫祭～～玉野小全児童で収穫祭～

大石田北小学校では11月14日、５年生の児童７人

による収穫感謝祭を開き、新米｢つや姫｣を味わいま

した。

田んぼの作業で指導にあたった大石田地区青年部

員ら６人が招待され、地域に伝わる伝統芸能「駒籠

子供大大神楽」と「豊田大黒舞」を披露し、秋の収

穫を喜ぶとともに青年部員への感謝の気持ちを表し

ていました。

試食では、青年部が芋煮を提供。児童たちは「田

植えの時は、足がぬかるんで大変だったけどとても

おいしい」と新米を味わい、米づくりの大変さと大

切さを実感していました。

尾花沢市立玉野小学校では11月２日、収穫祭を開

き、給食でつき立てのもちを雑煮や納豆などで味わ

いました。

今年は、尾花沢地区青年部と一緒に田植えから稲

刈り・脱穀までを行いもち米を収穫。１年間の農業

体験学習の総決算となったこの日は、全校児童63人

がもちつきに挑戦しました。児童らは、青年部員か

ら注意点やコツを教わり、杵を高々と振り上げて

「よいしょーよいしょ！」の掛け声に合わせてテン

ポよくつきました。

児童の中には、杵の重さに耐えられずふらつく場

面も。そんな児童を青年部員らがサポート。自分た

ちがついたもちに舌鼓を打っていました。

青年部招き｢つや姫｣味わう青年部招き｢つや姫｣味わう青年部招き｢つや姫｣味わう

～大石田北小収穫祭～～大石田北小収穫祭～～大石田北小収穫祭～

▲杵を持ってもちをつく児童

▲農業と教育についてのかかわりについての講演会

◀青年部員と一

緒に、自分た

ちで収穫した

｢つや姫｣を味

わう児童

▶
大
黒
舞
を
披
露
す
る

児
童
た
ち

家
電
製
品
を

家
電
製
品
を

家
電
製
品
を

一
堂
に
展
示

一
堂
に
展
示

一
堂
に
展
示

〜
秋
の
大
感
謝
祭
〜

〜
秋
の
大
感
謝
祭
〜

〜
秋
の
大
感
謝
祭
〜

11
月
４
日
、
５
日
の
２
日
間
、

尾
花
沢
経
済
事
業
所
と
大
石
田
経

済
事
業
所
合
同
で
大
感
謝
祭
を
開

き
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
尾
花
沢
営
農
セ

ン
タ
ー
に
は
、
冬
本
番
を
目
前
に
、

エ
ア
コ
ン
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
機
や
テ
レ

ビ
、
冷
蔵
庫
な
ど
の
家
電
製
品
を

多
数
展
示
。
冬
物
衣
料
や
あ
っ
た

か
寝
具
な
ど
も
展
示
さ
れ
、
寒
い

冬
を
乗
り
切
る
た
め
、
担
当
者
か

ら
説
明
を
聞
き
選
ん
で
い
ま
し
た
。

▶
家
電
・
暖
房
機
や
生
活
用
品
を

多
数
展
示
し
た
感
謝
祭

地元の特産満喫地元の特産満喫地元の特産満喫

～村山市で｢ふるさと産業フェア｣～～村山市で｢ふるさと産業フェア｣～～村山市で｢ふるさと産業フェア｣～

村山市のふるさと産業フェアが11月３日に甑葉プラ

ザで開かれ、もちやリンゴの無料配布、「つや姫」「雪

若丸」の新米の食べ比べの他、ＪＡ女性部の協力で作

られた芋煮も振る舞われ、長い列ができました。

市内の小学生がＪＡ青年部の協力で育て、収穫した

サトイモと体験活動の記録や図画、書道も展示。農家

や村山産業高校による農産物の販売の他、友好都市で

ある北海道厚岸町と宮城県塩釜市の物産展などが開か

れました。

４年ぶりに会場内での飲食もできるようになり、地

元の特産品に舌鼓を打っていました。シンガーソング

ライターの山口岩男さんのライブも行われ、訪れた人

たちは楽しい一日を過ごしていました。
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灯油定期配送のご案内灯油定期配送のご案内
いつもご利用頂きありがとうございます。

当給油所では、灯油の定期配送を行って

おります。申し込みを頂きますと、お電話

を頂かなくても、灯油を定期的に配送させ

て頂きます。

また、会員の方には特別価格にて提供さ

せて頂きます。

ぜひこの機会にお申し込みください。

なお、既に会員になられている方は、申

し込みの必要はありません。

お申し込みはお近くのスタンドまでお願い致します。

特

定期会員は通常価格より２円/ℓ引き‼

株式会社みちのくサービス
◆碁 点 給 油 所

◆尾花沢中央給油所

◆大石田中央給油所

☎56-3200

☎24-1051

☎35-3354

(フリーダイヤル 0120-510-571)

典

便利で
お得だわ‼

11月20日、農林水産省みどりの食料システム戦

略グループの久保牧衣子グループ長ら６人が、当

ＪＡの「零温雪室倉庫」を視察しました。

ＳＤＧｓや環境を重視する動きが加速している中､

ＪＡの担当職員から施設の概要の説明を受け、環

境に配慮した施設である雪室倉庫を視察しました。

農林水産省職員が雪室視察農林水産省職員が雪室視察

雪室倉庫を視察する久保リーダー㊨雪室倉庫を視察する久保リーダー㊨

ＪＡグリーンからのお知らせＪＡグリーンからのお知らせ

12月18日より目玉商品として「ぼうだら」「から

かい」「えご草」等を特価で販売！

皆様のご来店をお待ちしております。

★12月22日(金)・23日(土)歳末大売り出し‼

村山市河島／結城 明志 さん

くるくる大根

２本の大根がくるくる絡み合ってい

ます。大きい大根と小さい大根で、

親子のようです。

令
和
５
年
産
米
の
生
育
・
作
柄
と

令
和
５
年
産
米
の
生
育
・
作
柄
と

令
和
５
年
産
米
の
生
育
・
作
柄
と

来
年
度
の
対
策

来
年
度
の
対
策

来
年
度
の
対
策

◆
育
苗
期

苗
の
生
育
は
全
般
に
順
調
で
し
た
が
、

５
月
上
旬
に
日
照
時
間
が
長
く
、
一
部
で

高
温
障
害
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

◆
移
植
期
〜
分
げ
つ
期

５
月
中
旬
は
気
温
が
高
く
、
こ
の
時
期

に
移
植
し
た
苗
の
活
着
は
良
好
で
し
た
。

５
月
下
旬
は
気
温
が
低
く
な
り
、
こ
の
時

期
に
移
植
さ
れ
た
苗
の
活
着
は
や
や
不
良

と
な
り
ま
し
た
。
６
月
上
旬
は
気
温
が
低

く
、
６
月
中
旬
は
日
照
時
間
が
短
か
っ
た

た
め
、
生
育
が
遅
延
し
、
分
げ
つ
の
発
生

は
停
滞
し
ま
し
た
。
特
に
移
植
時
期
が
遅

い
圃
場
で
は
、
生
育
の
遅
れ
が
顕
著
で
し

た
。６

月
中
旬
か
ら
気
温
が
や
や
高
く
な
り
、

生
育
は
回
復
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
部
で

土
壌
還
元
(ワ
キ
)が
み
ら
れ
、
水
の
交
換

や
田
干
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
移
植
の
遅

い
圃
場
を
除
き
、
６
月
30
日
ま
で
に
は
目

標
茎
数
を
概
ね
確
保
で
き
ま
し
た
。
中
干

し
は
平
年
並
み
の
６
月
末
ご
ろ
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。

７
月
20
日
に
穂
い
も
ち
注
意
報
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
高
温
・
少
雨

に
よ
り
穂
い
も
ち
へ
の
伸
展
は
ほ
ぼ
あ
り

北
村
山
農
業
技
術
普
及
課

【お知らせ】

普及課では４月から10月にかけて、最新の情報を

掲載した｢稲作だより｣を発信しています。農業情報

サイト｢やまがたアグリネット｣の｢北村山稲作情報｣

や､LINEの｢北村山稲作情報｣にアクセスして､最新

の技術情報を手に入れましょう。

アクセスは以下のＱＲコードから簡単にできます｡

やまがたアグリネットの
｢北村山稲作情報｣

ま
せ
ん
で
し
た
。

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生
量
は
平
年

よ
り
多
く
、
８
月
３
日
に
注
意
報
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

◆
出
穂
期
〜
登
熟
期

６
月
下
旬
か
ら
気
温
が
高
く
、
出
穂
期

は
平
年
よ
り
２
日
早
く
、
盛
期
は
８
月
４

で
し
た
。
穂
数
は
平
年
よ
り
も
少
な
い
一

方
、
一
穂
籾
数
は
平
年
よ
り
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
㎡
当
た
り
籾
数
は
平
年
よ
り
や

や
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
出
穂
期
か
ら
成

熟
期
ま
で
猛
暑
が
長
時
間
続
き
、
水
田
内

の
温
度
を
下
げ
る
た
め
、
間
断
灌
水
や
飽

水
管
理
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

◆
収
穫
期
・
収
量
・
品
質

出
穂
期
以
降
の
高
温
に
よ
り
成
熟
期
は

早
ま
り
ま
し
た
。
刈
遅
れ
に
よ
る
胴
割
粒

や
茶
米
の
発
生
防
止
の
た
め
、
刈
遅
れ
な

い
よ
う
に
注
意
喚
起
を
行
っ
た
結
果
、
刈

取
り
時
期
は
平
年
よ
り
早
ま
り
、
盛
期
は

平
年
よ
り
６
日
早
い
９
月
24
日
と
な
り
ま

し
た
。

登
熟
歩
合
（
精
玄
米
粒
数
歩
合
）
は
や

や
高
か
っ
た
も
の
の
、
千
粒
重
は
や
や
軽

く
な
り
、
充
実
度
の
不
足
や
心
白
粒
・
腹

白
粒
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

東
北
農
政
局
公
表
の
10
月
25
日
現
在
の

作
況
指
数
は
、
村
山
地
域
は
101
の
平
年
並

み
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
移
植
が
遅

か
っ
た
圃
場
や
北
村
山
北
部
、
中
山
間
地

等
で
は
穂
数
が
少
な
く
、
収
量
に
バ
ラ
ツ

キ
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
に
お
け
る
11
月
10

日
現
在
の
う
る
ち
米
の
一
等
米
比
率
は

32
・
７
％
で
、
落
等
理
由
は
充
実
度
不
足

が
52
・
７
％
、
次
い
で
心
白
粒
・
腹
白
粒

が
７
・
５
％
で
し
た
。

令
和
５
年
産
米
の
生
育
・
作
柄

LINEの
｢北村山稲作情報｣

◆
初
期
分
げ
つ
の
確
保

初
期
分
げ
つ
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

５
月
25
日
ま
で
に
移
植
す
る
と
と
も
に
、

移
植
直
後
は
苗
の
活
着
を
促
す
た
め
に
、

４
〜
５
㎝
程
度
の
深
水
で
管
理
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
の
後
は
、
２
〜
３
㎝
程

度
の
浅
水
と
し
、
水
温
、
地
温
を
高
め
て

分
げ
つ
の
発
生
を
促
し
ま
す
。
分
げ
つ
期

に
は
積
極
的
に
浅
水
管
理
を
行
い
、
早
期

に
目
標
茎
数
を
確
保
し
、
充
実
し
た
茎
と

穂
を
確
保
し
ま
す
。
ま
た
、
遅
発
分
げ
つ

が
発
生
し
な
い
よ
う
、
適
期
の
中
干
し
を

行
い
ま
す
。

◆
登
熟
期
の
高
温
障
害
対
策

登
熟
期
に
高
温
に
遭
遇
す
る
と
登
熟
が

円
滑
に
行
わ
れ
ず
、
充
実
度
不
足
や
心
白

粒
・
腹
白
粒
が
発
生
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
や
普

及
課
が
発
行
す
る
稲
作
情
報
や
気
象
庁
の

予
報
（
１
か
月
予
報
、
３
か
月
予
報
等
）

を
参
考
に
、
夏
季
に
高
温
が
予
想
さ
れ
る

場
合
に
は
、
穂
肥
の
過
度
な
減
肥
を
避
け
、

登
熟
期
の
肥
料
不
足
を
防
ぎ
ま
す
。
ま
た
、

登
熟
期
に
用
水
の
効
率
的
な
使
用
に
努
め

な
が
ら
間
断
灌
水
や
飽
水
管
理
を
行
い
、

水
田
内
の
水
温
・
地
温
を
下
げ
稲
体
の
消

耗
を
防
ぎ
ま
す
。

◆
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
対
策

日
頃
か
ら
農
道
の
法
面
や
畦
畔
の
草
刈

り
を
行
い
、
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
繁
殖

地
を
減
ら
し
ま
す
。
草
刈
り
は
出
穂
の
２

週
間
前
ま
で
に
終
了
し
、
斑
点
米
カ
メ
ム

シ
類
を
ほ
場
内
に
追
い
込
ま
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。
ま
た
、
ほ
場
内
の
ノ
ビ
エ
や
ホ

タ
ル
イ
等
の
残
草
で
も
斑
点
米
カ
メ
ム
シ

類
が
増
殖
す
る
の
で
、
ほ
場
内
の
残
草
処

理
に
加
え
、
穂
揃
期
と
そ
の
７
〜
10
日
後

に
地
域
で
一
斉
に
薬
剤
防
除
を
行
う
こ
と

が
重
要
で
す
。

◆
い
も
ち
病
対
策

い
も
ち
病
防
除
は
箱
施
用
剤
の
使
用
と
、

穂
孕
後
期
と
穂
揃
期
の
薬
剤
散
布
が
基
本

で
す
。
ほ
場
を
観
察
し
、
葉
い
も
ち
の
発

生
が
み
ら
れ
た
場
合
に
は
、
早
期
の
薬
剤

防
除
を
行
い
ま
す
。

来

年

度

の

対

策

貸衣裳室からのお知らせ貸衣裳室からのお知らせ

１月５日より通常営業になります。

12月23日(土)、24日(日)／臨時休業日

12月27日(水)～１月４日(木)／年末年始休業日
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お知らせ掲示板 お知らせ掲示板お知らせ掲示板 お知らせ掲示板

お持ちのＪＡグリーン商品券の
使用期限をお確かめください

使用期限を過ぎると使用不可となります。

商品券をお持ちの方は、右記のいずれかをお

確かめのうえ、ＪＡグリーン店舗で期限内にご

使用ください。

なお、右記のＪＡグリーン商品券はＪＡみちのく

村山以外のＪＡグリーン店舗ではご使用いただけま

せん。また、汚損・破損・紛失等による再発行はで

きかねますのでご注意ください。

◆村 山経済事業所 ☎0237-52-4160

◆尾花沢経済事業所 ☎0237-22-1310

◆大石田経済事業所 ☎0237-35-3133

お問い合わせは

《ＪＡグリーン利用奨励》

使用期限は令和６年１月31日まで

《早期予約》

使用期限は令和６年１月31日まで

１．募集職種／総合職

２．採用予定人員／５名程度

３．応募資格

⑴高校、専門学校、短大、大学の卒業者

(令和６年３月卒業見込み者含む)

※社会人経験のある方も歓迎します。

⑵居住地から通勤可能な方

４．応募方法

⑴応募書類

①自筆による受験願書兼履歴書

ＪＡみちのく村山独自の様式を使用します。用紙

についてはＪＡの本店に備えています。また、当

ＪＡのホームページよりダウンロードできます。

②学業成績証明書

③卒業または卒業見込証明書（成績証明書と同一証

明の場合は省略可）

④写真２枚（１枚は履歴書に添付、もう１枚は受験

票に添付用）※最近３ヵ月以内に写した上半身

縦４㎝×横３㎝

⑤各種免許、資格を有する方は、その証明書の写し

⑵応募受付期間

令和５年11月22日(水)～令和６年１月８日(月)【必着】

⑶書類提出先

〒995-0011 山形県村山市楯岡北町一丁目１番１号

ＪＡみちのく村山 管理部人事教育課 宛

※郵便で応募書類を提出するときは、封筒の表に「職

員採用応募書類在中」と朱記して下さい。

５．選考方法

⑴第１次試験

①試験日／令和６年１月18日(木)

午前８時30分から受付【予定】

②試験科目／総合適性検査（能力検査､性格検査）・
小論文

③試験会場／みちのく村山農業協同組合 本店
※応募者多数の場合は、第１次試験の前に書類選考
を行う場合があります。

⑵第２次試験／第１次試験の結果を踏まえ、後日、Ｊ
Ａみちのく村山本店にて面接試験（個人面接等）を
実施します。
また、面接試験日等は、第１次試験合格者に直接連
絡いたします。

６．待遇等
⑴採用時期／令和６年４月１日
⑵処遇／正職員 ※６ヵ月間の試用期間有(給与条件等変更無)
⑶勤務場所／ＪＡみちのく村山管内（村山市・尾花沢

市・大石田町）
⑷給与等／当組合給与規程の定めるところによります。
⑸健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険等加入い
たします。

７．その他
⑴採用決定通知、その他の通知は、直接本人におこな
います。

⑵年齢制限については、卒業後概ね20年以内とし、新
規学卒者と併せて同一募集枠で募集します。

⑶提出していただきました書類は、採用業務に関して
のみ利用いたします。なお、提出書類につきまして
は、返却いたしませんのでご了承ください。

⑷採用実績

※不明な点については管理部人事教育課にお問い合せ下さい。TEL0237-55-6311(内線115番) FAX0237-55-5825

令和６年度採用 ＪＡみちのく村山職員募集要項

正規雇用労働者の
採用数(Ａ)

中途採用比率
(Ｂ／Ａ)うち中途採用者数(Ｂ)

2020年度 ８名 ０名 ０％

2021年度 ６名 ０名 ０％

2022年度 ３名 ０名 ０％

公表日／2023年４月10日

年末年始の営業・ＡＴＭの稼働について年末年始の営業・ＡＴＭの稼働について

部 署 名 12/31(日) １/１(月) １/２(火) １/３(水)

本店・各営農センター・各経済事業所・各支店
各ＪＡグリーン・産直館はいっと

休 業 休 業 休 業 休 業

葬祭ホールやすらぎ 営 業（常時対応します）TEL 24-1059

道の駅尾花沢「花笠の里ねまる」 営 業 休 業 営 業 営 業

㈱みちのくサービス(本社･ＬＰガス･農機･車両センター) 緊急対応の場合のみ TEL 57-2801／FAX 57-2803

村山中央給油所
TEL 57-2801
FAX 57-2803

営 業 営 業

福原給油所 営 業 営 業 営 業

碁点給油所・尾花沢中央給油所・大石田中央給油所 営 業 営 業 営 業 営 業

Ａ
Ｔ
Ｍ

楯岡･葉山･尾花沢･大石田支店内､ＪＡグリーンごてん前 9：00～17：00

＊他の金融機関・店舗によっては、ご利用いただけない日(時間帯)がございますので、ご利用されるＡＴＭの金融機関等に

お問合せください。

緊 急 対 応

改正電子帳簿保存法についてのお知らせ

申告所得税・法人税に関して帳簿・書類を保存する義務のある方が、注文書・契約書・送り状・領

収書・見積書・請求書などに相当する電子データをやりとりした場合には、法律で決められた条件の

もと、その電子データ（電子取引データ）を保存しなければなりません。

※ただし、一定の要件を満たせば保存要件の緩和が認められていますので、詳しくはお近くの税務署か

国税庁ＨＰにてご確認ください。

プリントアウトして紙での保存ＯＫ※

プリントアウトして紙での保存不可

一定の要件のもとパソコンなどに

データとして保存が義務化

(電子的に保存)

※税務調査等の際に提示・提出できる

ようにしておくことが前提

《令和５年12月31日まで》

⇩

メールでの受信や
インターネットからダウンロード

《令和６年１月１日から》

メールでの受信や
インターネットからダウンロード

電子取引データ

個人事業主・

法人の皆様へ
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❶おせち料理にも使うニシンの

卵巣の加工品

❷旅行前に――ブックを買った

❸俳人が名作を生み出した地に

建てられていることも

❺北を向いたとき西になる方向

❻丁寧にいうとご飯です

❽横綱を先導して土俵に上がり

ます

12セイウチの口からにょっきり

13農地――、道路交通――

14ＤＮＡが含まれる体の設計図。

――操作

15猫が中で丸くなっているかも

16不要物を可燃、――、資源ご

みに分別した

17彼女は――を言わせず彼を外

に連れ出した

19エレベーターの表示では｢Ｂ｣

クロスワードを解いて、Ａ～Ｅの二重ワクの

文字を順に並べてできた言葉が答えです。

20

21

17

18

19

15

16

13

14

10

11

12

７

８

９

１

２

３

４

５

６

⬇ タテのカギ

❶大学入学共通テストの理科の

科目の１つ

❹キウイやポンカンの生産量が

日本一の県

❼エッセーともいいます

❾かつお節や昆布で取ります

10ガラガラとうがいをして洗う

もの

11ゆでた麺をざるにあけて行い

ます

13大股の人は広めです

15カメやカッパの背に付いてい

ます

16――や硯(すずり)を用意して

書き初めをした

17カラオケで楽しむもの

18――の計は元旦にあり

20旧暦１月の異称

21見張ること。――カメラ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

答え

Ｄ

➡ ヨコのカギ

17

18

15

16

13

14

11

12

８

９

10

６

７

１

２

３

４

５

パズル正解者の中から厳正な抽選の結果､下記の

５名の方が当選しました。おめでとうございます。

11月号の答え ｢シクラメン｣

[ハガキ記入例]
◆応募のきまり

•応募は１人につき１回有効です。

•紙面の都合により「みちのくぼいす」

に掲載されないこともあります。

•｢みちのくぼいす｣に掲載されない場合

も、パズルは抽選対象になります。

•当選発表を『ふれあい』１月号で行い

ます。あらかじめご了承ください。

◆応募先

•ハガキ…[記入例]をご参照ください。

•電子メール…fureai@mitinoku.or.jp

•FAX…0237-55-5825

◆応募締め切り 12月25日(月)

※ 当日消印有効
ペンネームを使用する方は、

本名・ペンネーム両方とも

記入して下さい

パズルを解いて、さあ応募！パズルを解いて、さあ応募！

すてきな賞品をプレゼント

みちのくぼいす「テーマ大賞」…………１名

クロスワードパズル正解者の中から……５名

村
山
市
楯
岡
北
町

一
丁
目
１
番
１
号

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

広

報

係
行

995-0011
63

住所の書き忘れにも
ご注意下さい！

①パズルの答え

②｢みちのくぼいす｣テ

ーマなどに関する身

近な話題、ご意見・

ご感想

③郵便番号・住所

④氏名・ペンネーム

⑤年齢

⑥性別

⑦電話番号
•ペンギンさん(尾花沢市)

•ひまわりさん(尾花沢市)

•エルフママさん(村山市)

•馬耳南風さん(村山市)

•隊長さん(大石田町)

ヤ カ キ ビ

ク ツ シ タ ソ コ

マ イ ゴ サ バ ク

タ テ ラ ド

ク キ セ メ ン ト

シ チ メ ン チ ヨ ウ

ラ イ ブ キ リ エ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｅ

Ｅ

Ｄ

今
回
の
テ
ー
マ

テ
ー
マ
大
賞

◆
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
寒
く
な
り
ま

し
た
。
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
次
回
の
テ
ー
マ
は
…

｢２
０
２
４
年
は

こ
ん
な
年
に
し
た
い
！
｣で
す
。

２
０
２
４
年
の
抱
負
、
挑
戦
し

て
み
た
い
こ
と
な
ど
、
み
な
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

｢今
年
挑
戦
し
た
こ
と
、

や
り
残
し
た
こ
と
｣

健
康
診
断
で
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
で
ひ
っ
か
か
り
、
再
検
査
に
な
っ

た
。
一
念
発
起
に
て
、
自
宅
で
足
踏

み
体
操
を
が
ん
ば
っ
た
！
外
歩
く
の

は
イ
ヤ
な
の
で
…
見
事
正
常
値
に
な

っ
た
！
や
り
残
し
は
、
足
踏
み
体
操

で
も
中
々
お
し
り
ま
わ
り
が
今
い
ち

…
続
け
て
み
せ
ま
す
！

(
村
山
市

か
こ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

今
年
も
あ
と
１
ヵ
月
と
な
り
、
や

り
残
り
は
12
月
も
挑
戦
し
た
い
の
で

す
が
、
や
っ
ぱ
り
「
宝
く
じ
」
で
の

大
口
当
選
で
す
。
今
年
も
だ
め
な
ら

来
年
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

(
尾
花
沢
市

孫
が
大
好
き
な
じ
い
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

毎
日
ラ
ジ
オ
体
操
を
す
る
こ
と
に

挑
戦
、
達
成
し
ま
し
た
。
来
年
も
引

き
続
き
挑
戦
し
ま
す
。

(
尾
花
沢
市

78
歳
男
性
さ
ん
)

い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
作
っ
て
み
ま

し
た
。
自
分
で
は
満
足
す
る
位
成
長

し
て
食
卓
に
も
出
せ
て
喜
ん
で
い
ま

す
。
今
年
の
秋
に
は
、
イ
チ
ゴ
と
玉
ネ

ギ
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
来
年
が
楽

し
み
で
す
。
自
分
で
育
て
た
野
菜
は

と
て
も
お
美
味
し
い
で
す
。
５
才
の

孫
の
補
助
輪
な
し
の
自
転
車
乗
り
、も

う
少
し
で
す
。雪
が
降
る
前
に
も
う
ひ

と
頑
張
り
し
ま
〜
す
。
喜
ぶ
顔
が
見

た
い
で
す
。
(
尾
花
沢
市

ひ
ま
わ
り
さ
ん
)

寒
く
な
り
眠
り
心
地
よ
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
目
覚
め
が
早
か
っ
た

私
で
し
た
が
、
近
頃
１
時
間
程
遅
い

事
も
あ
り
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
ん

な
事
か
ら
３
ヵ
月
程
前
か
ら
始
め
た

布
団
の
中
で
の
足
運
動
、
ベ
ッ
ト
に

腰
掛
、
上
半
身
運
動
で
す
。
何
か
気

持
ち
い
い
事
に
気
付
き
、
今
の
所
毎

日
や
っ
て
ま
す
。
朝
１
番
の
新
聞
読

み
な
が
ら
の
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
、
す

こ
ぶ
る
お
い
し
い
こ
と
。
気
の
向
く

ま
ま
何
時
ま
で
続
く
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
今
日
も
や
り
ま
し
た
。

(
村
山
市

コ
ロ
コ
ロ
ヒ
ロ
さ
ん
)

挑
戦
し
た
こ
と
↓
主
治
医
の
指
示

に
よ
り
血
糖
値
を
下
げ
る
こ
と
で
し

た
が
、
目
の
前
に
お
い
し
い
お
菓
子

が
あ
る
と
食
べ
て
し
ま
い
、
戦
い
に

負
け
た
よ
う
で
す
。
や
り
残
し
た
こ

と
↓
部
屋
の
整
理
整
頓
で
す
。
「
明

日
で
き
る
こ
と
を
今
日
し
な
い
」
の

気
持
ち
が
強
く
、
ち
ら
か
っ
て
い
ま

す
。

(
尾
花
沢
市

ペ
ン
ギ
ン
さ
ん
)

今
年
も
あ
と
少
し
で
す
ね
。
や
り

残
し
た
と
い
う
よ
り
、
私
の
好
き
な

Ｈ
・
Ｇ
の
ラ
イ
ブ
に
も
行
け
て
な
く

て
…
30
年
近
く
フ
ァ
ン
な
の
で
す
。若

い
時
は
何
回
か
見
に
も
行
っ
て
い
ま

し
た
。
年
の
せ
い
で
す
か
ね
ぇ
。
で
も

Ｔ
Ｖ
で
見
れ
る
か
ら
ま
だ
い
い
で
し

ょ
う
！
来
年
は
い
け
る
か
な
あ
…
？

(
尾
花
沢
市

よ
ろ
し
く
あ
い
し
ゅ
う
さ
ん
)

毎
年
や
っ
て
い
る
紫
陽
花
の
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ
ー
。
今
年
は
な
ん
だ
か
野

暮
用
が
多
く
て
時
を
の
が
し
て
し
ま

っ
て
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
つ
も

部
屋
を
飾
っ
て
い
た
の
に
残
念
で
す
。

来
年
は
計
画
的
に
や
り
た
い
で
す
！

(
尾
花
沢
市

ポ
チ
子
の
母
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

健
康
診
断
に
行
け
な
か
っ
た
事
で

す
。
夏
は
す
い
か
が
忙
し
く
後
回
し

に
な
り
冬
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

健
康
で
い
る
た
め
に
も
今
か
ら
行
っ

て
み
よ
う
か
な
。

(
尾
花
沢
市

２
児
の
母
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

観
葉
植
物
の
植
え
替
で
す
。
３
年

前
、
開
所
の
お
祝
と
し
て
頂
い
た
会

社
の
「
カ
ポ
ッ
ク
」
鉢
か
ら
根
が
出

て
、
ま
も
な
く
天
井
に
届
く
大
き
さ

に
。
今
年
は
植
え
替
え
よ
う
と
土
は

用
意
し
た
も
の
の
今
に
な
っ
て
ま
す
。

来
年
こ
そ
植
え
替
え
て
あ
げ
る
の
で
、

一
冬
頑
張
っ
て
い
き
て
下
さ
い
！

(
大
石
田
町

ワ
ン
ピ
ー
ス
大
好
き
ば
あ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

今
年
は
自
転
車
で
筋
ト
レ
に
挑
戦

し
た
事
で
す
。
全
身
運
動
に
も
な
り
、

爽
快
感
、
開
放
感
を
感
じ
メ
ン
タ
ル

面
で
も
と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま

す
。

(
村
山
市

ス
ガ
ッ
チ
さ
ん
)

や
り
残
し
た
事
は
毎
年
今
頃
に
な

る
た
び
〝
い
ら
ぬ
物
〞
の
片
づ
け
、

断
捨
離
を
や
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
が
〝
い
つ
か
使
う
〞
で
や
り

残
っ
て
い
ま
す
。

(
村
山
市

チ
コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る
さ
ん
)

今
年
は
山
形
紅
王
を
初
出
荷
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
！
手
作
業
で
選

別
し
大
き
さ
･
色
･
パ
ッ
ク
詰
め
の
バ

ラ
ン
ス
が
難
し
く
て
（
一
粒
が
重
く

て
）
苦
労
し
ま
し
た
。
上
手
く
剪
定

出
来
な
か
っ
た
の
で
来
年
の
課
題
で

す
。

(
村
山
市

エ
ル
フ
マ
マ
さ
ん
)

や
り
残
し
た
事
は
孫
達
と
の
旅
行

か
な
？
腰
痛
で
入
院
し
た
た
め
行
け

な
か
っ
た
の
で
来
年
は
行
き
た
い
な
。

(
尾
花
沢
市

ち
ろ
ち
ゃ
ん
マ
マ
さ
ん
)

花
な
ど
興
味
の
な
か
っ
た
私
が
、

今
年
の
母
の
日
に
娘
か
ら
も
ら
っ
た

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
地
植
え
に
し
た

と
こ
ろ
根
付
い
て
、
今
も
１
〜
２
つ

づ
つ
咲
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
冬
に

も
ら
っ
た
シ
ク
ラ
メ
ン
も
球
根
を
鉢

植
え
し
て
み
ま
し
た
。
咲
く
と
い
い

な
〜
楽
し
み
で
す
。

(
村
山
市

山
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

今
年
は
、
い
ろ
ん
な
事
に
家
族
で

挑
戦
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

最
初
は
岳
温
泉
へ
の
初
め
て
の
家
族

旅
行
で
す
。
次
は
、
む
ら
や
ま
ラ
ー

メ
ン
ま
つ
り
に
も
行
き
ま
し
た
。
長

蛇
の
列
の
ラ
ー
メ
ン
屋
が
あ
り
ど
ん

な
味
な
ん
だ
ろ
う
と
、
ド
キ
２
･
ワ
ク

２
。
そ
の
他
に
も
い
ろ
ん
な
店
が
あ

り
、
息
子
も
喜
ん
で
、
あ
っ
ち
の
店
、

こ
っ
ち
の
店
へ
と
。
ふ
る
さ
と
産
業

フ
ェ
ア
に
も
皆
で
行
き
ま
し
た
。
ラ

ー
メ
ン
息
子
と
２
人
で
、
夫
に
よ
く
、

好
き
だ
な
ー
と
あ
き
れ
ら
れ
、
新
米

の
食
べ
く
ら
べ
、
い
も
こ
汁
も
堪
能
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
抽
選
会
で
は
、

夫
が
ハ
ッ
ポ
ウ
に
入
っ
た
干
し
魚
い

っ
ぱ
い
入
っ
た
の
を
ゲ
ッ
ト
！
そ
の

夜
は
、
も
ち
ろ
ん
干
し
魚
。
あ
ぶ
っ

て
食
べ
た
ら
、
脂
が
の
っ
て
て
最
高

で
し
た
！

(
村
山
市

ユ
ッ
キ
ー
さ
ん
)

今
年
は
屋
根
裏
な
ど
の
普
段
掃
除

し
な
い
場
所
を
隅
々
ま
で
掃
除
を
し

た
年
で
し
た
。
隙
間
を
し
っ
か
り
塞

い
だ
り
し
た
お
か
げ
で
、
家
の
中
で

あ
ま
り
虫
を
見
な
く
て
快
適
で
し
た
。

(
大
石
田
町

隊
長
さ
ん
)

毎
年
春
先
に
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や

水
仙
が
咲
い
た
後
、
芍
薬
･
ジ
ャ
ー
マ

ン
ア
イ
リ
ス
･
都
忘
れ
･
あ
や
め
･
か

き
つ
ば
た
等
が
彩
り
鮮
や
か
に
花
を

断
捨
離
を
し
ま
し
た
。
過
去
１

〜
２
年
間
で
着
な
か
っ
た
り
、
使

わ
な
か
っ
た
物
は
こ
れ
か
ら
も
使

う
可
能
性
は
少
な
い
と
い
う
こ
と

み
た
い
で
、
恥
ず
か
し
い
く
ら
い

の
量
を
捨
て
ま
し
た
。
捨
て
た
後

は
と
て
も
気
持
ち
が
ス
ッ
キ
リ
し

て
、
家
の
中
も
き
れ
い
に
な
っ
て

最
高
で
す
。

(
村
山
市

ま
な
ち
ゃ
ん
ば
ぁ
ば
さ
ん
)

咲
か
せ
癒
し
の
空
間
を
つ
く
っ
て
く

れ
ま
す
。
そ
ん
な
花
畑
の
様
々
な
花

の
球
根
や
根
を
移
植
し
、
思
い
切
り

改
造
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。
来
春

に
も
、
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
そ
の
様
子
見

な
が
ら
、
ま
た
新
た
な
品
種
も
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

(
尾
花
沢
市

め
い
さ
や
さ
ん
)

通
勤
の
機
会
を
利
用
す
る
な
ど
、

毎
日
運
動
す
る
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

(
京
都
府
京
都
市

サ
ラ
ダ
さ
ん
)

松
の
木
の
剪
定
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

(
大
阪
府
堺
市

た
ろ
や
ん
さ
ん
)

｢
今
年
こ
そ
大
粒
の
巨
峰
を
作
る

ぞ
！
｣
と
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
結
果

は
残
念
で
し
た
。
農
業
は
自
然
が
相

手
で
す
。
思
う
よ
う
に
は
行
き
ま
せ

ん
。

(
村
山
市

馬
耳
南
風
さ
ん
)

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
へ
出
会
い
を
求
め
て
行

き
ま
し
た
。
ま
た
来
年
も
、
い
ろ
ん

な
人
や
場
所
に
会
い
に
行
き
た
い
で

す
。
ま
だ
早
い
で
す
が
み
な
さ
ん
も

良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

(
尾
花
沢
市

お
ば
ら
う
さ
ん
)

記
事
の
『
シ
ェ
フ
永
井
の
お
す
す

め
「
レ
ン
コ
ン
と
豚
バ
ラ
肉
の
オ
イ

ス
タ
ー
ソ
ー
ス
炒
め
」
』
は
、
お
い

し
そ
う
だ
な
ー
と
思
い
ま
し
た
。

(
滋
賀
県
米
原
市

Ｓ
Ｂ
さ
ん
)

Ｂ

Ａ

Ｂ

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

・
何
処
へ
飛
ぶ

青
空
白
く

ク
ロ
ス
雲

(村
山
市

元
チ
ョ
コ
マ
マ
さ
ん
)

・
も
ぐ
も
ぐ
と

緑
大
好
き

孫
い
と
し

・
笑
顔
咲
く

じ
い
じ
の
野
菜

い
と
ぼ
か
し

(村
山
市

70
歳
男
性
さ
ん
)

・
暑
い
の
は

ぶ
ど
う
も
同
じ

夏
バ
テ
か
？

(村
山
市

馬
耳
南
風
さ
ん
)

・
新
米
で

私
肥
え
る
秋

お
そ
ろ
し
や

(村
山
市

コ
ロ
コ
ロ
ヒ
ロ
さ
ん
)

・
引
き
出
し
に

あ
れ
も
こ
れ
も
と

着
れ
も
せ
ず

『も
っ
た
い
な
い
』は

母
親
ゆ
ず
り

(村
山
市

チ
コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る
さ
ん
)

・
夫
の
い
び
き
よ
り

静
か
な
方
が

気
に
か
か
り

寝
顔
を
見
る

(天
童
市

か
わ
い
い
鬼
嫁
さ
ん
)

・
あ
〜
定
年
し
た

こ
れ
か
ら
が
長
い

妻
が
我
が
上
司
に
な
る
つ
ら
い
な
あ
〜

(村
山
市

４
人
の
孫
が
大
大
大
好
き
な
オ
ジ
ン
さ
ん
)


